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１．はじめに
ご紹介にあずかりました広島大学のフン
クと申します。よろしくお願いします。
まず１つ，皆様に謝らなければならない
ことがあります。先程，ドイツの絵がたく
さん見られるという期待がありましたが，
私は残念ながらスライドを忘れてしまいま
した（笑)。なぜかというと，最近は大体パ
鑓
ソコンに頼って学会に出て，そこに必要な
プレゼンテーションが入っているので，それを出します。そして後半の曰本の話もちゃん
とこれに収まっていますが，Ｆイツのスライドは最近いろいろ撮ってきているものをまだ
読み込む時間がなくてここに入っていないので，スライドで持ってくる予定でしたが，い
つもこれですから忘れてしまいました。だからドイツの写真は，申し訳ありませんが数枚
しか・・・･あとは，私の日本語でどれだけ具体的にドイツの事｣情を描けるか，または皆
さんの想像力に頼るしかないのと，ぜひ近いうちに皆さんドイツに旅行してください（笑）
ということでカバーするしかないです。
今日のお話は，プリントを２枚ほど配りましたが，まず，それを少し見ていただきます
と，文章の部分と数値の部分があります。数値の方は後半になるかと思いますが，文章の
部分を見ますと，大きく１～５まであります。それが主に話の流れで，最初の１で，持続
可能な観光開発というのを理論から少し考えたいと思います。話題提供というか，最近よ
く，特に「サステイナブル（sustainable：持続可能)」という単語はよく耳にしますので，
それを観光について考える場合はどのようなことなのかということをまず考えたいと思い
ます。
２番目は主にスライドでやる予定でした。山の観光地，海の観光地，ドイツの事例で見
る持続可能な観光は，少しパソコンに入っているスライトミと，あとは話で補いたいと思い
ます。
３番目の「スローツーリズム」は私が勝手に作った言葉ですが，最近ＮＨＫでスローラ
イフという番組をよくやっており，これはおもしろいから，それを観光に持ち込んだらど
ういうことだろうと思って勝手につけたものです。
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４番目は，データで見たドイツと曰本の観光の違いです●ここは主に観光客の行動で，
観光客は旅行をするときにどんなことをするか，どの回数，どの日数でみんな旅行するか
など，そういうことを少しデータを見ながら比較したいと思います。
最後に観光地域としての瀬戸内海を,総合的な視点，総合的な，あるいは持続的な観光
開発から考えると，瀬戸内海にはどのような可能性があるかということを，主に２つの島
を中心に少し考えたいと思います。
２．持続可能な観光開発
最初は，理論の話から入りたいと思います。持続可能な観光開発ということになります
が,持続可能といわれて,きちんと頭の中でそれが内容に結びついているという人はちょっ
と手を挙げてください。持続可能というのは何だと，定義は聞きませんので，状況を見た
いだけです。持続可能といわれたら，これは何なのかある程度わかっている方。何人かい
ますね。サステイナブルだったらどうでしょうか。サステイナブル，片仮名でもいいです
し英語でもいいですが。ほぼ一緒ぐらいですね。どちらもあまりなじみがないというか，
聞いたことがあるけどいったい何だろうという概念でもようなある気がします。
ご存じだと思いますが，持続可能とか英語のsustainableという単語を使うようになっ
てきたのは，リオで初めて環境問題を世界的に話し合った1992年からです。もちろん，持
続可能というのは，あとで詳しく定義しますが，基本的に，例えば将来にまた利用できる
ように現在の資源を全部使ってしまわないとか，そういう環境への配慮などを含めていま
すが，観光の場合を見ますと，９０年代に入る前からもうそのような発想がありました。つ
まり，どうやって観光地で観光の資源になっている，例えば自然を壊さないような開発を
進めるかとか'そういう問題自体が以前からあります。
ヨーロッパの場合ですと,そういう考え方をどう言ったかというと｢ソフトツーリズム｣，
柔らかい観光，あるいはやさしい観光というような言葉がありました。ソフトツーリズム
とかそれに関連した概念は８０年代，今から２０年前からヨーロッパで広まってきました。
曰本語ではそれらの概念がそのまま外来語として入ってきたり，あるいは訳されたりしま
す。
このような概念の登場の背景には，観光客の増加による自然破壊が目立つようになった
こと，そしてもう１つは，特に発展途上国において，国際観光による社会的な影響が必ず
しも望ましくないということが認識されるようになった事』情があります。それで，観光客
による自然破壊が課題になったことから，環境，自然に対するやさしさ，そして後者から，
地元住民に対するやさしさ，配慮の必要性が意識されるようになりました。ですからソフ
トツーリズムという概念は，すでに自然に対する配慮で住民に対する配慮を含めていまし
た。
９０年代には，このソフトツーリズムのほかに，グリーンツーリズムとか環境にやさしい
観光とかいろいろ単語がありましたが，それらが大体，持続可能な観光という言葉に置き
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換えられてきます。現在，そういう専門書を見ると，全部サステイナブルツーリズム，あ
るいは持続可能な観光です。
イギリスで，２年ほど前に『観光地理学』という専門雑誌がスタートしましたが，その
第１号のテーマは「持続可能な観光」というものでした。そこから考えても，地理学，特
に観光地理学の中で,そのサステイナブルツーリズム,持続可能な観光は非常に重要なテー
マであるといえます。
また，少しさかのぼって，先程言いましたソフトツーリズムの発想は何だったかという
ことを少しだけ考えてみたいと思いますが,ソフトツーリズムが単語として出てきたのは，
ある学者がハードツーリズム（堅い観光）に対照したためです。ハードツーリズムは何か
というと，大衆観光，時間の余裕がない，高速交通手段を利用する，予定が決まっている，
自分の生活方式をそのまま旅行先に持ち込んでいく，主な行動が楽で流動的で見学が中心，
その目的地について勉強もしていないしその言葉も習っていない，地元に対してどちらか
というと見てあげるという優越感がある。それによって，具体的に現地に行っても買い物
はするが，どちらかというとお士産を買うぐらいで，あと記念写真を写して，大衆で移動
するのでかなりうるさいというようなマイナスな面もあるというのがハードツーリズムで
す。
それに対してソフトツーリズムは，どちらかというと少人数で，時間をかけてゆっくり
と回っていく。しかもあまり速い交通手段を利用しない。自分の行動を自分で考え，行く
前にきちんと準備して，その目的地について'情報を集めたり知識を集めたり，場合によっ
ては言葉を習ったり，学ぶことを楽しむ。物を買うといっても，決まったお士産を買うの
ではなく，だれのために何を買う力】とかをきちんと考えて，写真よりも例えば自分で絵を
描いたＤとか，丁寧に写真を写したりなどして，地元や環境に対しての思いやりを持つ。
全体的に見ると静かな形態だといわれていました。
つまり，これはサステイナブルという単語が出てくる前の発想ですが，ここで重要なの
が，観光地，あるいは観光産業はどうであるという面ももちろんありますが，観光客は何
をするかということも含めているというポイントが重要だと思います。
持続可能という単語を出して定義してみたいと思います。プリントで，英語でcarrying
capacityと書きましたが，日本語にすると耐久収容能力だと思います。持続可能な開発，
あるいは持続可能な観光というのは，ある場所の耐久収容力を過ぎない。ある場所の利用．
にあたって，資源，観光客の満足，地元の社会・文化・経済にマイナスの効果をもたらさ
ない程度をいいます。
それがさまざまな面を含めLています。物理的には，自然や建物が傷まない程度。これは
よく入場制限などにつながりますね。例えば山の頂上にどうしても観光客が集中します。
たくさん人が歩くと，花や士が傷みます。そうすると，その山の頂上のキャリングキャパ
シティを過ぎているということになります。ですからそのような現象を避ける。
経済的に見ると,､観光機能によってほかの地元の活動が制限されない程度をいいます。
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よく事例として出てくるのが，ある地域で観光客が多い場合，その渋滞によって地元の人
が自分の仕事の場にたどりつけないとかということです。そうすると，観光という経済活
動がほかの経済活動の障害になっている。
社会的に見ると，地元住民の観光客の行動に対する忍耐力を過ぎない程度。これはどち
らかというと国際観光の場合よく課題になっており，例えば欧米の旅行者がイスラムの国
へ行くと，やはりその洋服の着方が全然違うので，それが地元の人にとっては非常に失礼
な服の着方などになります。そういう面をいいます。
心理的には〆観光客にも最低限の満足を与えることが重要です。日本の国内にもよくあ
る問題だと思いますが，ゴールデンウイークの場合，広島から何時間もの渋滞の中に入っ
ていって宮島にやっとたどりつく。そうなると，もう二度と宮島に行きたいとは思いませ
ん。そのような現象だと思います。これは，マイナスな影響を避ける限界をいいます。で
すから，これはある意味ではマイナスな定義。このような悪影響，このようなことを避け
る。それは，どちらかというと観光客を何らかのかたちで制限する必要性に結びつく場合
があります。
もう少しポジティブないい面を見ますと，持続可能な観光開発の特徴として挙げられる
ものが次の５点です。まず生態的な面。景観保全などを優先している，そして長期的であ
る，戦略的な環境の管理を行う。そして人間的な面。つまり地元の住民の決定権を尊重す
る，観光開発の決定過程の中に住民の声がきちんと入っている，その過程が民主化されて
いる。そしてもう１つの特徴は，質的な観光政策の効果が測れる指数を導入すること。全
体的なコンセプトに沿った開発の実現。これらのことが要求されます。
持続可能な観光とは何かという定義自体がたくさんあります。それをここでいちいち挙
げるときりがないので，古いものでソフトツーリズムの定義を１つだけ取り上げますと，
すべての階級の人々の多様な要求を，充実した観光施設と安定した自然環境において，そ
して地元住民の利害を配慮しながら最適に満足させるということといえます。つまり，自
然環境の視点が入っている，地元住民の視点が入っている，しかしやはり観光客の視点も
入っているということが重要だと思います。この点について，また後半の方で少しだけ触
れていきたいと思います。
観光について考えると，特に現在の曰本を見ますと，ほかの経済的な活動がとどまって
いるとか，過疎地域とか，そういうどちらかというと経済的な発展があまり進んでいない
ところでは，とにかく観光開発に期待をかけているところが非常に多いです。それは曰本
だけの特徴ではなく，世界的にそうだと思います。つまり，観光というのは人が中心地か
らそういう周辺の地域に動いていくのですね。都市から海へ行く。都市から山へ行く。あ
とは違う国へよく行く。そうすると，観光を通じてある程度収入が分布されます。経済発
展が進んでいるところからそうでないところへ人が移動して，そこへ滞在して，いろいろ
な物を買ったりすることによっての経済効果があります。
経済的な効果は，経済構造や開発のペースによって異なりますが，外国の場合は外貨の
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獲得，あるいは収入効果，雇用効果，地域の間の均等が挙げられます。地域の間の均等と
いうのは，経済力が集中している中心部の住民の観光支出によって，都会から経済基盤の
弱い農村地方へ収入が流れるということです。それは曰本のような先進国の中にも起こっ
ている過程であり，国際的にも北から南へというような動きで見られます。
しかし，観光客の増加と観光地の拡大に伴って望ましくない影響もたくさんあります。
それらを短くここで，観光の自然環境への影響と観光の文化への影響としてまとめてみま
した。１つは環境汚染です。数値で測るのが非常に難しいのですが，この場合は交通によ
る問題が多いです。観光というのは移動を必ず含みますから，排気ガスによる大気汚染，
あるいは排水やガソリンによる水源の汚染。例えばモーターボートによる水源の汚染，あ
るいは交通による騒音。このような直接の交通による汚染があります。
もう１つは，風景の破壊です。つまり，観光客が泊まるため，あるいは車を止めるため
の駐車場,あるいは食事をするためなどに建物をたくさん建てます｡このような建物によっ
て，自然な風景が減少して，自然の自由な利用が制限されます。例えば地中海に行くと，
海岸沿いにずっと別荘地が並んでいて，一般の人は海岸に出られず，たまに間に海水浴場
があって，そこではだれでも海に出られるということになっています。それは海という資
源を見る場所を奪われていることになり，海岸の景観の破壊にもなります。
または植物層，動物層の破壊,生態系の破壊,動物生活環境の悪化などが挙げられます。
もちろんここは程度の違いがありますが，案外，これはソフトであるとか，自然にやさし
い観光，レジャー活動であろうと思っているものでもこのような影響があり，例えばロッ
ククライミングは人が自然に入って自分の体を動かしてやっているだけなのに，普通は人
の入らないところに入ってしまうので，鳥の巣に影響があったりなど，動物層に悪影響を
与えているようなものがあります。
ですから，大衆観光だけが環境に悪い影響を及ぼしているわけではなく，ほとんどすべ
ての観光やレジャー活動は，何かのかたちで環境に影響を及ぼしています。それをどこま
でいいとしているか，その制限をどう作るかというのが，観光地でしなければいけない判
断です。
社会や文化への影響としては，１つは生活習慣の変化が挙げられます。それはどちらか
というと国際観光の方が多いです。地元の習`慣と文化が，元の意味を失ってただの見せ物
になってしまいます。または観光客と住民の行動の違いから誤解が生まれて，最悪の場合
はその両方の間の衝突を呼び起こす，問題が起こる，けんかが起こるなどもありえます。
そして開発が外資中心に行われているという場合は，特に国際観光の第三世界の場合は
深刻な問題ですが，例えば国際ホテルチェーンがある場所でホテルを造っても，そこから
地元に入ってくる利益の部分が非常に少ない。大体半分が漏れて，その会社の本部へまた
戻ってしまう。ですから，観光客が現地へ行ってそこでお金を使うという，先程言いまし
た観光の効果ですが国際観光の場合，特に第三世界の場合は，目的地から発生地に戻って
しまうお金は大体半分ぐらいといわれています。それはもちろん，国や地域によって差が
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あるといえます。
このような影響を配慮して，どのような対策ができるかというと，かなり広い幅にわた
ります。それをあとで少し具体的に説明しますのでプリントには載せていませんが，ここ
で少しだけまとめますと，基本的に行政が取る仕組み，業者が取る仕組み，観光客が取る
仕組みで方針が考えられます。行政側の場合は，どちらかというと規制，計画，土地利用
計画などが主だといえます。特に土地利用に対する政策，開発の規制，あるいはゾーニン
グです。ここまでは人が入っていい，ここは人が入っていいが建物を建ててはならない，
ここは建物をここまで建てていい，というように，観光地とその周辺を区分して規制する
ような政策をよく取ります。特に自然保護地域の場合，例えば国立公園の場合などはその
ようなゾーニングを行います。
そして住民の権利と生活習慣を守るための政策と，あとは交通政策が考えられます。交
通政策の場合は，公共交通手段の開発を進めるのが観光地，あるいは観光地域の行政の一
つの重要な役割だといえます。
業者，つまり観光産業，観光客に宿泊施設やスキーリフトなどを提供する側としては，
まずそういう行政の仕組みに協力すること。そして施設を建てるときの建設段階で，環境
あるいは地元社会をどの程度配慮するか。例えば地元の人をどれだけ雇うかとか'材料と
しては地元の材料を使うかとか’そして運営中の配慮です｡運営中の配慮としては,最近，
環境にやさしい運営は経営にもいいといわれてきています。日本でも，最近ビジネスホテ
ルで歯ブラシを出さないとか，シャンプーは１個ずつではなくて大きなボトルに入ってい
るとか，たまにはタオルは２曰続けて使ってもいいのなら掛けて，洗ってほしいときは下
に落とすという，ヨーロッパの場合はもう一般的な仕組みですが，そういうことをやりま
す。ですから環境への影響と経営への影響を結びつけることです。
観光客の側としては，ある程度,居住地での旅行指導，あるいは居住地での体験コース，
外国語のコースというようなことが考えられます。そしてもう１つは，観光の環境への影
響，地元への影響を考えるときに－番問題になっているのは，観光という行動は非常に固
まって行う。曰曜曰になるとみんな一度に行くというように，シーズンが激しいのです。
ですから，日曜日には３００人が行く，しかし普通の曰は１０人しかいない。それでも一応
300人のための駐車場がいる。その駐車場を造るために，たくさんの自然を舗装してしま
う。そして,その曰に排気ガスが非常に多いというようなことを考えると，観光行動のピー
クを減らすことも非常に重要な政策です。
Ｆイツの事例からいうと，ドイツの場合，州によって夏休みの始まる時期が違います。
それは観光地に行くときの渋滞，あるいは全体的に観光地の渋滞を防ぐためです。それは
一方，経済的にも影響して，それによってシーズンが長くなるのです。みんなが同時に休
むと，夏休みは６週間なので６週間の夏のシーズンしかありませんが，ドイツの場合です
と，一番早い州から一番遅い週までは３か月弱，２か月半ぐらい休みがあるのです。です
から,いつもどこかで休みがある｡休みの柔軟政策によって観光の持続性を進めることも，
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一つの重要なポイントだといえます。
この持続可能な観光開発とは何かという理論の部分は，一応ここまでにしたいと思いま
す。
後半で瀬戸内海の話をするときは，この概念，つまり持続可能な観光開発というのは環
境の視点を取り入れる，住民の視点を取り入れるということを基本に考えるのですが，そ
れをもう少し曰本の事情に合わせて，瀬戸内海を事例に考えたいと思います。
３．山の観光地，海の観光地，ドイツの事例で見る持続可能な開発
これからドイツの観光地の具体的な話をしたいと思います。スライドがないので，せめ
て文字を少し入れてみました。山の観光地と海の観光地を入れましたが，もちろんドイツ
にも都市の観光地などがあります。しかしこの持続可能ということを考えるうえでは，や
はりまず自然がある場所でなければ話が具体化しにくいということと，あとはドイツの伝
統的な夏休みの旅行は山に行く，または海に行くというようなことなので，ここで山の観
光地と海の観光地を取り上げたいと思います。山の方の観光地は，あと２枚だけこちらの
機種で写す写真もあります。
山の観光地の特徴を見ますと，伝統的なかたちは長期滞在です｡昔は３週間，４週間だっ
たのですが,今は年に１回長い旅行をするのではなくて,年に１回は長い旅行はしますが，
それを少し短くして，ほかに短い旅行を入れるというような方向に，少しドイツの旅行形
態が変わってきています。ですから，夏の旅行は昔は３～４週間，今は平均で大体２週間
です。それの日本との違いについて，あとで少し触れます。
それは１か所で滞在して，そこから曰帰りであちこちに行ったりします。例えば私が住
んでいるフライブルクという町は，黒い森という山の麓にありますが，黒い森は昔から保
養地で，夏に家族で旅行で行って滞在する場所です。もちろんドイツの夏なので，曰本の
ようにずっと暑いというわけではなく，間に雨が降ったり寒くなったりしますので，その
ような曰は山の下にある町に降りて博物館やショッピングに行ったり，あるいは映画館に
行ったりするようなパターンが昔のドイツの家族旅行の伝統的なパターンでした｡しかし，
日本でも同じことが今起こっていますが，ドイツの場合はだんだんと国内の旅行が減って
きています。今はたしか国内は２９％で，長い旅行の７割は外国に行きます。それは３０年
前,７０年代にはまだ半々ぐらいでした｡戦後,ずっと外国に行くことが増えてきています。
ですから国内の観光地にしては，まずその山の観光地は客が減っているのが現実です。
山の観光地といいますと，ドイツの場合はアルプスの観光地と，黒い森といって１５００
メートル，あるいは１０００メートルあたりぐらいの山が南部にいくつかありますからそう
いう地方を主にいいます。ドイツ北部は山がありませんので，基本的に北部の人が南部の
山に行くというようなパターンです。
こういうところで長く滞在すると，ホテルに泊まる人ももちろんいますが，伝統的な宿
泊施設は，貸部屋，または貸別荘，あるいは貸アパートです。貸部屋というのは本当に部
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屋だけがあって，あるいは民宿のようなかたちで，そこで朝ご飯も食べられるようなかた
ちです。貸別荘になると，やはり台所などもついていて，ある程度独立した生活ができま
す。
最近は，どちらかというと貸別荘の方がプライバシーが守られる，自分の生活ができる
ということで人気があります。ですから観光地の中でも，小さいけれどもマンションのよ
うな建物が少し増えてきています。そのような場所で主に何をするかというと，またあと
で数値で見ますが，山歩きとサイクリングです。サイクリングはドイツで非常に人気を得
ています。あるいは湖があれば泳ぎに行くとか，大体こういう山の観光地にはプールもあ
ります。
観光地にとっての経済的な持続性，つまり観光産業というものが成り立つ持続性を考え
る場合，今一番課題になっているのが客の高齢化です。例えば黒い森の場合は，客の半分
以上が５０歳以上です｡ですから，これは伝統的なドイツの旅行のかたちであり,それで育っ
てきた人たちはそれを続けているのですが，新しい人はそんなに行かないということが事
実です。
そこで，それにどのように対応するかということになると，ハードの開発はもちろんあ
ります。１つはプールを充実させて，いろいろな子どもが遊べるような施設などをつける
ようなプールの開発とか，小さな遊園地。どちらかというと自然系が多いですね。動物が
いたりするものを開発するところもあります。しかし，どちらかというとソフトを重視し
ているところが多くて，例えば２週間滞在しますと，家族で滞在する場合はその２週間で
親のやりたいことと子どものやりたいことが違う。それにいつもお互いにつきあわなけれ
ばいけないと，どちらかが退屈する。そうすると町で，やはり子ども専用のプログラムを
出すところが結構あります。それで，そこへ朝行って子どもを預けて親は町に出たり，あ
るいは久しぶりに夫婦水いらずで山に行ったりなどして，子どもたちはほかの子どもたち
と一緒に１曰遊んでいる。何をして遊んでいるかというと，プログラムをどのように組む
かというのはもちろん町によって違いますが，大体のドイツの町にいろいろなクラブがあ
ります。例えばアーチェリー，乗馬などの市民のクラブ，そういうクラブにボランティア
で頼んで，１曰担当してもらう。今曰は乗馬とか，あるいは今曰は絵はがきを作るとか，
そういう仕組みを取っている観光地も結構あります。
家族にやさしいという観光地に国が出している賞があります。そういうプログラムが充
実しているところ，または施設が充実しているところが，「家族にやさしい」というブラン
ド名がもらえる。そうすると客の誘致に役立ちます。
そしてもう１つの最近の方向としては，有機栽培に取り組むということですが，それは
あとで写真で少し見たいと思います。
ドイツでのそういう山の観光で皿おそらく曰本で一番有名なのが，この「農家で休暇を」
というかたちです。その内容は，あとでスローツーリズムのところで説明しますが，「農家
で休暇を」というのは，写真で見るとこの建物がそうですね。ですからここに滞在して，
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これは農家ですのでここにいろいろ動物がいるので，子どもたちはそれと遊んだり，その
動物の手入れはどうするかということを習ったＤということができます。
有機栽培を取り入れるということですが，あとでまた見せますが，そういう山村や農村
の風景があります。例えば曰本でいいますと田園風景がありますね。田園風景といいます
と，日本では段々畑などがあります。けれども，それを今は大体，耕地整備して段を外し
て，田んぼも大規模化を図っていきます。そうすると，見た人にとってはおもしろくない
景色に変わってしまいます。しかし経済的な面から考えると，そうするしかないという面
が多少あります。
そういう問題は，ドイツも同じようなものがあります。ドイツの伝統的な農業といいま
すと家畜です。酪農もあれば肉をつくるための家畜もありますが，今，ドイツの北部に行
くと，牛は外に出ていません。建物の中に大体並んで立っていて，そこで生活しています。
それで今の草地にはたくさん花が咲いています。しかし，そこにもっと草を取るために化
学肥料をやると，草の種類が減ります。このように，現代的な農業に変わっていくと，観
光客が求めている景色がなくなってしまいます。
そこで，特に山間地域はどちらかというと農業の効率が悪いので，どうせそれほど大量
生産もできないので，では有機栽培に切り替えた方が景観にもいい，そして観光客に新鮮
な，しかも健康な食べ物を提供できる。もともと保養地としての,性格のあるところですか
ら，そういう健康を求めるという人も多いです。
ドイツのアルプスの１か所の村全体,農家の８０世帯でそういう自然農業に切り替えたと
ころもあります｡ほかの自然農業の特徴を取り上げると,例えばチーズづくりがあるとか，
直接販売を行う店によってまた客が集まってくる，あるいは，このように花の種類がたく
さんあり，きれいな景色になっている。ということで，最近の山間の観光地域の一つの動
きとしては，積極的に有機栽培を取り入れる，それを観光客にアピールしていく。それは
景観の面もあれば，健康な食べ物という面もあるということが－つの傾向としてあると思
います。
先程言った，村全体でそれに切り替えたヒンデラング（Hindelang）という町は，それで
かなり有名になってきました。農業にとどまらず，町全体で自然保護にいろいろな面で力
を入れるようになってきて，例えば宿泊施設を予約する場合，車ではなく電車で行く場合
は割引があるというような，車はできるだけ町に持ち込まないような方向に動いていき，
あるいは町が駅と村を結ぶ，少し離れているのですがバスを走らせたりするというような
仕組みもあります。
もちろん，Ｆイツもレジャー活動が多様化してきます。ハイキングとサイクリングだけ
ではもう客が集まらないので,最近,山間地域でこのようなラフテイングなどもやります。
よく見ると，これもそれほど若い人でもないですね（笑)。これも，やはりある程度中年層
を相手に出しているものかもしれません。しかし，それもある程度ソフトの対応ですね。
どうやってその自然資源を利用していくか。
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今度は海の方を少し見たいと思います。海の観光地といいますと，そこも保養地として
始まりました。しかし，どちらかというと都会の人が夏の間過ごし，そこにまた都会的な
ものを求めたというのがヨーロッパの海岸地域の発信でしたので，自然よりも海沿いにプ
ロムナードがあり，そこにいろいろな店があり，外で座ってコーヒーが飲めるというよう
なイメージの方が強いと思います。
ドイツの場合は，海があるのが北部です。ですから北海とバルト海，私が子どものころ
に泳いだところでは,おそらく曰本人はだれも泳がないでしょう｡北海の温度と比べると，
瀬戸内海は３月～１０月，１１月まで泳げます。実際，私は５月から泳いでいます。そういう
ような状況です。
１上部は平地です。平地ですから，そのまま干潟になっているところが非常に多いです。
干潟というのは生態系として非常に敏感ですから,一部は国立公園の指定も受けています。
そこは鳥がたくさんいますから，一部を人が入れないように区切ったり，ガイドがついて
いなければ入れないようなところをつくったりしています。
普通の海のリゾート地に行くと，主な行動は海水浴，日光浴，あとはビーチの散歩です。
ドイツの，特にバルト海の方に，８～９キロも続くビーチがあるので，それをずっと歩い
ていくというのが伝統的な趣味です。
旧東ドイツの海岸の場合は，もちろん旧東ドイツも，ドイツ人ですからよく旅行しまし
た。ベルリンの人はそこの海岸線に行ってそこに滞在しましたが，西ほどではありません
でした。そうすると，統一してからは，その地域はまだそんなに手が加わっていませんで
した。一部は旧東ドイツの社会主義で利用していた建物などが残ってはいましたが，それ
ほどの開発はなかったのです｡では,これからはどうするかということになったところで，
1991年に統一しているので，すでにサステイナブルという言葉が出てくる時代です。１日西
ドイツの方の海岸を見ると，島の方ではかなり干潟に囲まれていることもあって自然保護
に力を入れていますが，本土の海岸線沿いのところですと，かなり都市化しているリゾー
ト地が多いです。自然海岸もありますが，海岸自体にホテルが立ち並ぶ風景もよく見られ
ます。
特に１日東ドイツの場合は，一つの大きな島があります。リューゲンという島ですが，そ
こはもう開発の方針としては海から５０メートル離れているところまでは建物を建てない。
そこは自然海岸とするという原則を作りました。新しく開発した建物は，とにかく海から
避けて，海から見えない，少し入ったところに大体，林や森林がありますので，その中に
ある程度隠すような方針に持っていきました。
このような海岸です。その中に，特に自然資源の豊富なところがあります。今立ってい
る場所は，旧東ドイツの地図で見るとこう見えます。しかし，実際を見るとこのような風
景です.この島は旧東ドイツの地図にはなかったのです。なぜかというと，それは旧東ド
イツの統一党幹部の保養地だったからです。秘密でした。ですから，あったのに地図には
なかった。しかしそれほど大勢で行っているわけでもない。そこで狩りなどをしていたの
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で，どちらかというと自然がそのままで残っているのです。今はもうこの島には泊まれま
せん。近くから船で渡ってガイド付きで中を回り，自然の生態系などを見ることができる
ような，いわゆる持続可能な自然型の観光の方に少し変わってきています。ですからある
意味で，一時的にはこの支配層のためにあった，そういうところこそ，今は自然を中心に
した観光の目玉になっている。それはここだけではなく，ほかにもたくさんあります。
リューゲン島の隣に，ヒデンゼーという小さい島があり，昔から画家と文学家が集まり
ました。例えばトーマス・マンもそこで時間を過ごしましたが，この島にはもう全然車を
入れません。フェリーで着くと，このように馬車に乗るか，自転車で動くか，歩いていく
か。本当に小さな島ですので，－番北部から南部まで自転車で３０分で全部走れます。しか
し，これは本当にスライドを忘れて申し訳ないのですが,非常に微妙な風景になるのです。
家がある。しかし車の道がないから，その家は草地の中に建っている。そういう本当に独
特な風景があります。
この島の場合，小説にも出てきますし，やはり有名ですから，非常に人気があります。
それでキャリングキャパシティ，どこまで観光客を入れられるかというのは,ある程度フェ
リーの回数で決まっているのですが，やはり入りすぎていって，夏の週末に行っても人が
多すぎて楽しくない。そしてごみの問題などが出てくる。
もう１つは，土地利用計画がこの島にはない。旧東Ｆイツにはそれがなかったので，そ
れを作らなければいけないのですが，やはり島の人たちは自分の土地を売ったり別荘を建
てたりしたいのです。特に旧東ドイツは経済状況が苦しいので，方法としてはそれしかあ
りません。島の人たちが議会に座っていますから，自分を縛るような土地利用計画は絶対
に作らない。このような問題を，今，この島は抱えており，一応建物をどのように建てる
かという規制があって高層ビルなどは建てられないのですが，新しい建物で古い建物と
マッチしないものが非常に増えているのが現実です。
これと同じ，その隣の大きいリューゲン島の一つの特徴ですが，今，ずっと持続可能な
観光のお話をしてきましたが，そうではなく，違う遺産もあるのだということをこの写真
で示したいと思います。
これはリューゲンにある，ナチスがつくった観光地です。戦争中につくり，この建物の
このような風景が４キロも続いています。中には，１万人が同時に泊まれます。つまりこ
の建物は，海があればいい，建物は箱形でいいというような大衆観光の原型です。ですか
ら，海がその前にあるからそれを楽しめばいい，あとは人がたくさん１か所に行った方が
合理的である。運ぶのも合理的だし，会社ごとそのままで行って，10曰間行ったらまた帰
るというような非常に合理的な仕組みであった。この遺産がそのリューゲン島に残ってい
るのです。そして，この建物は壊せない。コンクリートで非常に丈夫で，－部壊しかけた
のですが壊せないのです。ですから，これをどうするか，これをどうやって持続可能な観
光にもっていくかという課題を今そこで抱えています。これは少し余談ですが。
以上で山の観光地と海の観光地の話を終えて，最後に１つだけ。
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先程言いました自然農業に切り替えた村は，このようなところです。これを見ると，草
地が非常にでこぼこして柔らかい感じで，見るときれいですが非常に草刈りなどが難しい
のですね。ですからやはり耕地整備と同じように，ある程度きれいな斜面などにした方が
いいのですが，景観としては望ましくないのです。
村全体の風景はこのようなかたちです。ですから，ほとんど周りは畑や牧草地で，アル
プスの麓にある村です。これだけでした。
４．スローツーリズム
休憩に入る前に，ドイツの話をある程度まとめたいと思いますので，プリントのスロー
ツーリズムのところを少しだけ見てください。スローツーリズムというのは，時間を使っ
て旅行をするという意味ですが，ここで言いたいことは，その一つの原型としては，先程
も少し出した「農家で休暇を過ごす」ことです。農家で休暇を過ごすというのは，前から
やっていることなのですが，違いは国からお金が出るということです。目的は，農家の補
完収入を与えることです。それで，先程言いましたように，農村環境の保存と，都市住民
に農村の生活を体験できる場を与える。特に子どもにはそうですね。
Ｆイツで，戦後わりあいすぐ，1964年に，バイエルン州というとアルプスのあるところ
から始まって,現在ではそこで２０００件の農家が加盟しています｡基本的に農村で定住して，
農業を経営して，８ベッド以下の小規模な宿泊施設を経営する人に対しては，その州，あ
るいは国から補助金が出る。またはいろいろな教育プログラムがある。例えばどうやって
農家が民宿を経営するか，ほかの農家民宿との交流などです。最近，少し規模を拡大して
１５ベッドになっています。しかし，これは補助金を受けている対象になっている農家を
いっているので，マーケットとしてはわりあいに小さく，それを利用しているのは全体の
ドイツの観光客の２～３％ぐらいです。ただ，安くてゆっくりと自然に滞在できるという
かたちとしては，曰本の方からかなり注目を浴びています。
もう１つの自転車を利用した旅行のところを見てください。これは最近非常に増えてき
ている方法です。基本的に，ドイツはヨーロッパで一番自転車道が整備されており，レ
ジャー活動としても，ここに書いてあるように，散歩に次いで今２位になっています。で
すから，ドイツ人は昔はよく歩きましたが，今は自転車で移動します。一応どれだけの自
転車旅行があるかというのをここに載せましたが，基本的に自転車での旅行というのは全
国でできますが，いくつかの地域に集中します。１つは，先程言ったリューゲン島です。
基本的に北部の方が平地なので多いです。南部になるとドナウ川沿いの旅行が非常に人気
があります。
そういう旅行をパックで売っている専門業者があります｡それもかたちがいろいろあり，
ツアーやグループで移動するものもあれば，個人でただ自転車を借りて，荷物を宿から宿
へ運んでもらい，地図をもらってそれに沿って自分で動いているというようなパックもあ
ります。または，自転車を自家用車に乗せて,それを長い滞在する目的地まで持っていき，
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そこから自転車で旅行するという人も非常に多いです。自転車道としては，専用自転車道
とか，ハイキングコースを利用しているものとか，林道，農道を利用したもの，廃止され
た鉄道の路線を整備して自転車道にしているものなど，種類がたくさんあります。
それが地域にどのような影響をもたらすかというと，広域的な地域づくりが必要になり
ます。歩くよりも動く範囲が広いので，いくつかの町が協力しなければ，ルートのけいせ
いなどが成り立ちません。宿泊施設もある程度対応しなければいけません。自転車置き場
を整備するとか，情報を提供するとか，ある程度のスポーツですから十分な朝ご飯を提供
するとか。
それで，基本的に自然や地域性を重視した旅行形態だといえます。車ですと，Ｆイツ人
は旅行するときに,出発する前に自分のスーパーでたくさん買い込んで,それを持っていっ
て現地で食べるというのが一般的なパターンです。そうすると，地元にとってはそれがあ
まりおもしろくないのです。しかし，自転車だとそんなに持っていけないので，どうして
も地元で買わなければいけないということなので，やはり地域性をもっと感じるような旅
行形態だといえます。
以上，前半が長くなってきましたが，これで一応休憩に入りたいと思います。
５．データで見たドイツと曰本の観光の違い
今，休憩のときに，この「持続可能な開発とは」という質問に対しての答えはこの講演
で出るのですかと聞かれました。前もって言いますけれども，出ません（笑)。先程も言い
ましたが，持続可能な開発とは何かというのは，まず原則がいくつかあります。それは世
界的にいろいろ国際社会の中で議論されていて，そういう原則は次の世代の資源を壊して
しまわないとか，もう少し具体的に見ると，できるだけ新しい土地を開発しない，土地の
再開発，あるいは再利用，あるいは複合的な利用を目指すとか，あるいは資源の利用をで
きるだけ減らすなど，そういう原則がいくつかあります。
それを観光に持ってくると，これはいい，これはあまり望ましくないという判断ができ
るのですが，それはやはりその地域によって違い，観光の形態によってまた違うので，こ
こでこれがいいという答えはとても出せません。そういう答えは，やはりある観光地，あ
る場所で，かかわっている人たちの間で話し合って出さなければ，その答え自体に持続性
がないということがいえると思います。
後半では主に瀬戸内海のお話をしますが，その前にざっとプリントを見ていただきたい
です。とにかくざっと数値を出してしまって，これを全部説明すると－つの講演になりま
すし，数値はそれほどおもしろくないので詳しくは説明しませんが，いくつかの曰本とド
イツで違うポイントを重視したいのです。そのポイントをもとに，Ｆイツの方が持続可能
な観光が実現しやすい面があるといえます。または持続性と関係のない点も中に入ってい
るのですが。
こちらの小さいプリントで，まず旅行の方を見ますと，旅行の参加率が載っています。
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参加率とは，住民の何％が旅行するかということです。それはドイツの方が多いです。そ
のこと自体は持続的ではない。旅行というのはしないのが－番持続的だということがまず
いえると思います。ドイツの中でも議論になります。緑の党はときどき，休暇旅行を制限
すべきだとか，そういうとんでもない提案を出して大騒ぎを起こしています。
おそらく一番違いがはっきりするのが，この大きいプリントの１ａの真ん中，旅行曰数
のところです。左は全部ドイツで右は曰本ですが，ドイツの場合は－番下に書いてある平
均曰数が全国の場合１６．１曰。日本の場合ですと，国内は１泊が半分以上,平均が１．７４泊。
そしてまだ計算していませんが，海外の場合は平均は４～５泊ぐらいです。
そうすると，長い旅行をしてぐるぐる回ると全然持続的ではないですが，１か所に滞在
した方がそのところに経済的な効果もある。とにかく移動が少なくすむという面で，少し
はいいとはいえます｡ただ，もちろん短い旅行になると距離が違いますから，そこはまた，
必ずしも交通移動の量が減るというわけでもありませんが，持続性と関係なく観光地の構
造を考えると，日本とドイツの一番大きな違いは，やはりこの旅行曰数です。長い旅行を
するか，しないか。
あとは旅行先での行動で，例えば下の２ｂのドイツのスポーツを見ると，水泳，これは
プールと海と湖を全部含みます。水泳とハイキングユボールゲームとサイクリングが主で
す。曰本の場合ですと，自然の景観を見るという何だかよくわからないようなところと，
あとは温泉，名勝を見るという，どちらかというと見る観光が主なのですが，最近だんだ
んと「する」観光も増えているとはいわれています。
交通手段，次の裏の方になりますが４番目の表を見ますと，ドイツの場合はマイカーと
飛行機が主です。ですから，それは持続的ではありません。曰本の場合，減ってはいます
がＪＲで旅行する人，あるいは貸し切りバスなどで旅行する人が多いので，マイカーも多
いのですがドイツほどではありません。持続可能な開発の一つの原則は，マイカー，自動
車の利用を減らすということですので，そこから考えると，ドイツ人の旅行行動は決して
環境にやさしいとはいえないと思います。
あとは参考までにご自分でいろいろ見ていただければ，いろいろな細かいところにおも
しろいところがあります。例えば曰本では，１７歳あるいは’９歳までの若い人はあまり旅
行しませんが，ドイツはそれが非常に盛んです。家族旅行ですね。そういう細かいところ
で，またいろいろおもしろい面があります。
ですから－番基本的な違いとしては，旅行の回数，曰数，旅行先での行動。あとはプリ
ントには出していませんが，利用する宿泊施設です。先程言いましたように，ドイツの場
合は長い滞在をしますから，やはり貸別荘などが結構多く，それは町にしては，特に小さ
な村などになると，そこに夏の間の３か月でも人口が何倍にも増えると，それによって立
地できる店が増えるのです｡ですから,パン屋さんがあってもスーパーがないような町に，
パン屋さんが２つ，スーパーが１つあるというのは，観光客が来るからだというような地
域への影響はあります。
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６．観光地域としての瀬戸内海
これから少し日本の話に入りたいと思います。私は，日本へ来てからずっと瀬戸内海の
周辺で暮らしていますので，瀬戸内海の話をしたいと思います。ここでサステイナブル，
持続可能な，という単語を使わず総合的なという単語を使いますが，その理由はあとで言
います。瀬戸内海の総合的な開発を考えると，どのような方向がこれから望ましいのかと
いうことを少し考えてみたいと思います。ここでは瀬戸内海でいろいろな観光とレジャー
の発展に取り組んでいるところがあり，島によって何をやっているかが違いますし，その
中に行って探せば，おそらく持続可能な開発を求めるのであれば，望ましいというような
ものもあるかもしれませんが，ここで全体的に考えてみたいと思います。
瀬戸内海はこの景観が主な資源です。私が日本に来たときに，先程泳ぐ話をしたのです
が，Ｆイツ人は泳ぐことがとても好きなのですね｡ですから海があればまず泳ぐのですが，
瀬戸内海でなぜみんなそんなに泳がないのかしかも７月にならないと泳がないのかとか，
ビーチに行ってもそのビーチの前にコンクリートの防波堤があったり，ごみがたくさん置
いてあったり，なぜこうなっているのだという単純な疑問から，瀬戸内海の観光開発に興
味を持ち始めたのが現実です。
欧米で見る海岸リゾートというのは，先程も少し触れましたが，とにかくにぎわってい
る。たくさん人がいる。ビーチが中心になっていて，基本的に自然型と都市型があるので
すが，つまりビーチだけがあってそのビーチの周りに自然がいっぱいあって，そこで１日
過ごすタイプと，ビーチがあってその周りに町が成り立っていて,土産店とかアイスクリー
ムが買える店とか映画館とか，そういう施設がたくさん建っているところと，基本的に両
方の形態があります。
しかし，瀬戸内海にはそれがあまりありません。１０年前の話ですから今は少し変わって
きていますが，海水浴場は仮の施設が夏の問にちよこっと出てくるぐらいのような状況な
ので，地中海やエーゲ海によく例えられるのですが，レジャーについての利用は全然違い
ます。マリンレジャーを見ても，釣りは確かに盛んですが，ヨットやモーターボート海
上バイクなどはあるにはありますが，ヨーロッパのそういうところに比べると非常に少な
いというのが現状です。ですから，瀬戸内海の主な資源はシ遊べる海よりもすばらしい景
観ということだと思います。もちろんその中に入っている歴史的な，文化的な遺産もある
と思います。
瀬戸内海は，やはりこういう面だけではなく，その観光対象は確かにこういう自然美で
す。しかし，こういう風景もよく見かけます。瀬戸内海は基本的に太平洋ベルトに位置し
ているだけに産業開発が進んでいます。それで，自然海岸が残っている割合は全国に比べ
て少ないです。測り方によりますが，全国の場合は自然海岸は半分ぐらいなのに対して，
瀬戸内海は自然海岸が３７％といわれていて，ほかに埋め立て地とかこのような工業地で海
岸に人が近づけないような割合も非常に高いです。水も赤潮の問題などがあり，６０年代に
比べるときれいにはなっていますが，最近はクラゲの増加も，ただの温暖化ではなくて．
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ンクリートの海岸が増えたせいなのかとか,生態系の変化などといろいろいわれています。
私はヨーロッパ人だからこう見ているのだろうと思い，一度，客観的に測ろうとしまし
た。しまなみ海道を自転車で走って２キロごとに前と右と左の写真を撮りました。つまり
自分の判断で写真を撮ると，非常にきれいなところと，このように非常にひどいところし
か撮らないからです。そうすると，その１１６枚のうち自然と海しか写っていない写真は
18.4％，工場が写っている写真が１３．２％，コンクリートの海岸線が入っていた写真が
16.7％，電信柱の入った写真が５１．８％，コンクリートの道路の壁などが入っているのが
13.2％などのような数値を得ました。つまり，走っている中の２割弱だけが自然だったの
です。ですから瀬戸内海はやはり人口密度が高い。土地がかなりいろいろなことに利用さ
れているところであるということが，まずいえると思います。このような風景をよく見か
けます。
そこで，では総合的な観光開発を考える場合は，先程言いましたような持続可能な観光
開発のわりあい厳しい原則を使うと不可能だということになってしまうのではないかとい
うことも考えられますので,もう少し総合的な視点を取り入れたいと思います｡もちろん，
観光を考えるときは環境への配慮，地域コミュニティの決定権を重視すること。もう１つ
は，観光が産業として持続性がある，つまり観光地域の経済的な自立と観光とほかの経済
的，社会的活動の調整。この４点を配慮した観光開発は総合的である，望ましいといえる
のではないかと思います.ですから，この上の２つは持続可能な観光開発の要求です。そ
れに経済的な自立とほかの地域の活動との調整をさらに視点として取り入れたいと思いま
す。
これから事例を見たいと思いますが，どういうところを見るかというと，まずその観光
政策の特徴，つまりどれだけ総合的であるかということです。そして観光産業とその担い
手と，住民から見た観光開発。住民の決定権を考える場合は，まず住民が観光をどう見て
いるかということを調べる必要があります。
事例として取り上げたいのが瀬戸田町，しまなみ海道沿いで一番観光施設がそろってい
るところです。それと広島県の宮島町，世界遺産で，日本ではもう昔から有名なところで
すね。この２つの島の現在の観光の状況を見て，これは総合的な観光地になっているかど
うか，どのような方向に進めれば持続的になるかということを少し考えてみたいと思いま
す。
なぜこの２つを選んだかというと，瀬戸内海に島がたくさんありますが，観光が重要な
経済の一部になっているところはそう多くはありません。ですから，広島ではこの２つが
一番主だと思います。
まず瀬戸田町の状況を見たいと思います。瀬戸田町に行ったことのある方？１人。名
前を聞いたことがある方？耕三寺(こうさんじ)という名前を聞いたことがある方？西
の曰光です。やはり，ここまでは有名ではないですね（笑)。
瀬戸田町に耕三寺というお寺があります。お寺といっていいのか，テーマパークといつ
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ていいのか少し迷うような存在です｡瀬戸田出身の鉄鋼業で大阪でお金持ちになった方が，
自分の母への思いのために，瀬戸田に戻って，仏教の有名な建物の復元とはいえないけれ
ども，偽物ともいえないものを造りました。それが耕三寺です。ですから耕三寺を訪れる
人はなぜ訪れるかというと，１つは非常に仏像など宝物をたくさん集めています。いろい
ろな仏教の有名な建物を－度で見ることができます｡本物ではないのですがよく似ている。
そしてそのお母さんへの思いということで訪れる客が多いです。そのお寺を中心に瀬戸田
町の観光が成り立ちました。
これは観光客数でシ縦は1000人ですね。ですから，曰本の第１次レジャーブームといわ
れているときに，まず100万人まで伸びました。それが８０年代に入ると落ちてしまうので
す。それで対策を考えました。町には一応耕三寺のために宿泊施設もあり，商店街があり
ました。島ですから，その商店街が港から耕三寺に結びついていく商店街でした。ですか
ら，観光客が来なくなると－部の住民が困る。それで，観光をこれから産業として，ある
いは島に刺激を与えるものとして維持させたいならば，積極的な観光政策が必要だという
ことを決定して，あとで説明する開発を行った結果，伸びていきます。
まず，しまなみ海道の本州側の橋がここでできます。ここがしまなみ海道の全通です。
ですから，－時３００万人まで観光客が伸び，これは宮島と同じレベルになりました。しか
し，次の年はすぐに半減して，今はほとんど元のレベルに戻っています。曰本の観光の中
で，一つの全然持続的でない傾向はそのブーム現象です。つまり，一気にたくさんお客さ
んが来る。
これは４番目の橋ですから，その前に鳴門大橋が開通し，瀬戸大橋が開通し，明石大橋
が開通した。ですからこうなのだということは，島の人たちは前からわかってきたのです
ね。それでもやはりこの年のためにこれだけのレストランを造って，これだけの駐車場を
造ってというような，ある程度の開発をしなければいけません。それが全部１年でまた使
わなくなってしまうと，やはり非常にむだなところがあります。
瀬戸田町の場合は，日本でよくあるかたちですが，町長を中心に積極的に観光開発を進
めました。１つは海水浴場を造りました。一応人工ビーチですが，施設は年間を通じて経
営しています。その地域にとっては初めてだったのですが，今は周辺にいくつかそういう
海水浴場があります。
この事業は，もともと漁業を進めるために海岸の改善などを考えていたものをレジャー
という方向へ持ってきました。その結果，若い人，観光客を誘致することにまず成功した
といえます。もう１つの仕組みとしては，野外アートで，彫刻者を誘ってビエンナーレと
いうかたちで２年に１回行われています。全部で何回か行って，島全体の１７か所にこのよ
うな彫刻というか野外アートが置いてあります｡アーティストに島のどこを選んでもいい，
何を置いてもいいというような条件でお金を少し出して造ってもらいました。
基本的に海をテーマにしたものが非常に多いです。合うかどうかは好みの問題で，例え
ばこれは色がどうかと私は思うのですが（笑)，祭りに利用するのです。この上に潮が入っ
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てくると，秋に月見の祭りをやって，その上で太鼓をしたりするらしいので，かなり利用
されているという意味で，しかも海と関係しているものなのでおもしろい仕組みだといえ
ます。
そしてもう１つ，日本画家の平山郁夫は瀬戸田出身なので，瀬戸田の住民の中で長い間
博物館を造りたいという要望があり，それを実現しました。その建物は一応和風にしまし
た。
そして最後にできたのが，シトラスパークというテーマパークです。それは県との共同
プロジェクトで，元は農業と観光の両方を進めることで研究施設なども誘致する予定でし
た。この下に，これはしまなみの高速道路，ここの部分はまだ今工事中です。ですから，
このシトラスパークという施設は，もう町から島の反対のところに立地していて，完全に
観光客向けです。ほかの３つの施設は，アートはみんないつも見ていて，海岸では住民は
冬の間にそのスポーツ施設，あるいはレストランを利用している。そして平山美術館は人
が外から来たら必ず連れて行く。瀬戸田の観光資源の中で住民が見て，耕三寺に次いで一
番主な資源だといわれています。ですから，このように住民が利用するものと，住民があ
まり関係ないような施設の両方を造っています。
このように造っていったことで観光客が増えて，しまなみ海道が開通したときには瀬戸
田に一番観光客が来ました。しかし，今は特にシトラスパークの方はかなり観光客が減っ
てきて，経営が難しい面があるそうです。
今度は宮島の方を見たいのですが，宮島はもう長い歴史の中で成り立ってきた観光地な
ので，複合的な観光地です。文化遺産がある。島の反対側にマリンレジャーを楽しめる海
水浴場がある。山は最近，広島からの曰帰りでハイキングが非常に盛んです。水族館とい
う観光施設，子どもが喜ぶような観光施設も一応はあります。
もう少し宮島の多様な魅力を見ますと，外国人から見る魅力としては，その町並みがあ
ります。宮島は島全体が国立公園なので，町に非常に厳しい規制がかかっていて，宿泊施
設はある程度大きいものができるのですが，かなり制限されています。その規制がかかっ
ていることに対して住民がどう思うかというと，町にとっては必要だというのは半分近く
が認めます。自分にとってはやむをえないというのが半分，誇りに思っているという答え
は２２％でした。
これからちょこちょこ住民がこう言っているのだという話が出てきますが，宮島と瀬戸
田で住民に対するアンケートをしました。宮島の方は広島大学の淺野敏久先生が行って全
世帯に送り，瀬戸田の場合は偶然に選択した５００世帯に送って３００ぐらいの回答が返って
きました。その結果をこれから少しずつ出します。
宮島は世界遺産です。世界遺産としての魅力ですが，これは世界遺産の指定を受けてい
る島の部分です。そしてこういう野外レジャーというか，外に座ってのんびりできるとい
うところです。ですから，外国人から見ると，日本の多くの観光地は１時間か２時間見れ
ば終わるのですが，宮島はこのように歩く場所がある，そして細かい町並みとかがある。
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わりあいに時間の過ごせる，多様性のある観光地である。それは，ある意味で持続可能な
ものでもあると思います。１か所で長く過ごせる。しかもそのために特別にバスに乗って
どこかに行くとか，いろいろな資源を利用するなどというわけではなく，そのまま島にい
られるようなところがあります。
宮島の場合は，町自体はそれほど積極的に観光政策にかかわっていません。総合的な開
発の場合は住民の視点を取り入れる必要があると先程言いましたが，住民の評価を見ます
と，瀬戸田町の人は問題があると言う人の方が多いのですが，よくやっていると言う人も
います。宮島の場合は，町の観光政策に問題があると言う人がたくさんいます。それはな
ぜかというと，ここは経済的な持続性が出てきます。宮島は最近観光客が減っています。
それは曰本の国内のほとんどどこでもそうでプ海外との競争です。それに対して町はなん
とかしなければいけないのですが，何も動いていないということに住民が不満を持ってい
るといえます。
町の予算を今後どのように使ってほしいかという質問に対しては，宮島の方は積極的な
観光振興をしてほしいというのが圧倒的に多いです。瀬戸田の場合は福祉や教育を重視し
てほしい。つまり宮島の場合は，あとで見ますが，観光がもう産業の基盤です。ですから
総合的な考え方というのは，宮島の場合は島全体がほとんど観光ということになっている
のでこうなっていて，瀬戸田の場合は，やはり観光政策はいいのだけれど，もっと全体の
ことを考えてほしいということが読みとれると思います。
ではここで，観光産業の将来性，持続`性を見てみます。まず構造を見ますと，宮島の場
合は観光産業が非常に大きなウェイトを占めています。全部を足すと住民の８割ぐらいは
観光に関係し，残りの２割はおそらく役場などだと思います。瀬戸田の場合は，小売・商
店街が主で，宿泊施設は事業者に占める割合としてはそれほど大きなウェイトを占めてい
ません。
このような観光産業をだれが担うかによって，観光開発についての決定権が地元にある
か，あるいはよそにあるかが決まってくるのです。先程言いましたように，国際観光の場
合はよく問題にされているのが，観光産業の企業が外部から来ている場合が多いというこ
とです。それによって，決定権が住民にない。その点で，特に瀬戸内海の宮島や瀬戸田の
観光はたまたまそうなっているのですが，
非常に持続性の一つの視点を取り入れて
いるというか，やはりほとんどの施設が
中・小規模です。そして地元の資本が中
心です。ですから，そういうことを考え
ると一応決定権が地元にあるということ
になります。
ただ，宮島町の場合は，町自体，行政
自体があまり観光開発で動いていないの
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ですが，宿泊施設の経営者はかなり積極的な役割を果たしていて，それぞれ自分でアイデ
アを持っているのです。そのアイデアの中には，もっと環境を重視しようという考え方も
あり，１人の旅館の経営者は，やはりエコツーリズムを考えて，山のボランティアガイド
システムを充実化させるとか，もう１人はイタリアのベネチアに行って，やはり宮島も車
を入れないような方針に変えるべきだとか，要するに観光産業の担い手の中でそういう新
しい環境に対するアイデアが少し入ってきていて，それはこれから少し実現できるのでは
ないかといえます。
しかし，宮島の場合はやはり規制がかかっていますから，乱開発がされていないという
面と，問題としては商店街の場合は高齢化が進んでいて，土産店がたくさんではないが衰
退していって，そこに最近大手が進出してきたことがあります。京都に，全国で土産店を
買い取って店を出している業者が１つあるのですが，最近観光地の調査をするときに必ず
それに出会うのです。そういうものが入ってくると，少し地域性が薄れてくるのと，地元
にあった決定権が少し流れてしまう面があります。
瀬戸田町の場合は，やはり規模としては宿泊業は小さいのですが，一応若手による新し
い施設の増設も見られます。ペンションを造るとか，アメリカのキャンプ場の仕組みを取
り入れて，ログハウスを利用したキャンプ場を造る人とか，少しそこで将来的に動いてい
る面があります。
しかし，瀬戸田の場合は，やはりしまなみ海道の影響が非常に強かったのです。しまな
みが開通する前に大きなレストランが２件新しくできました。そのうち１つは，すでに今
休業中です。それは，ブーム現象にどう対応するかということに追われて，やっと対応で
きたもので，それは商店街や商工会のメンバーが共同でお金を出し合って造ったレストラ
ンと土産店でした。残った方は，フェリー会社がフェリーがなくなったためにもらった補
助金を利用して造ったものです。しかし，どちらも地元資本です。
瀬戸田の場合，商店街の状況は本当に危機的で，今，このような風景になっています。
なぜかというと，10年前にすでに本州と橋がつながったので，港からお寺に歩く人が減っ
ているのです。というか，ほとんどいないのです。そうすると，商店街沿いにあった店，
一部は生活の店もあるのですが，観光客はまず通らない。住民も駐車場のある大型の店舗
のスーパーに変わっていきます。ですから，ここは交通が住民の交通も観光客の交通も全
部車に変わったことによって，商店街というものも魅力を完全に失っていって，そこの将
来を考えるには，なんとか島は船で来ることだという新しい魅力を生み出さなければ，こ
この人通りは増えないと思います。
住民が，観光客によってどのように迷惑されているかということもアンケートで聞いて
みましたが，交通渋滞が瀬戸田の場合は一番主でした。それはしまなみ海道が開通したと
きなのでそうなっていて，宮島の場合はごみですね。ですから，そういう問題にどう対応
するかということがこれからの一つの課題になると思います。
住民は島の観光資源をどのように評価して，これからの開発はどのように進めてほしい
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かと聞いたところ，宮島の場合はまず山の自然を高く評価し，これが宮島の重要な資源だ
と評価しました。それに対して強い保存意識があり，各資源に対して保存するべき，そし
てソフトな事業，例えばガイドをつけるなどで生かすべき，あるいはちょっとした歩道の
整備などをするべき，あるいは新しい施設を開発すべきという４つの選択肢を与えたので
すが，宮島の場合は，山に対してはとにかく保存の希望が強く，保存すべき，またはガイ
ドをつけるぐらいというものを足すと，６割ぐらいの人がその方針を望ましいとしていま
した。
瀬戸田の場合は，－番資源として高く評価されたのが平山美術館でした。施設をたくさ
ん造ったが，これから経営するにあたって，財政に見合った経営をしてほしい。無理して
ほしくない。年齢層によって意識の差がかなりありました。どういう差というと，まず中
年層の方が，その無理のない経営を強く望んでいたのと，山の自然に対しては保全の関心
が強かった。若い人たちは，海に対しても山に対しても，保存と開発に分かれていた。保
存を望む人が多かったが，一部は新しいレジャー施設の開発も必要だと言う人も結構いま
した。
瀬戸田の場合は，基本的に海に対して保存意識が高く，宮島は山に対しての保存意識が
高かったのがおもしろい結果でした。全体的に，自然資源に対して，住民から見るとそれ
ほど新しい施設やレジャー施設を造ることを望んでいないということがこの調査でわかり
ました。
ここの資料にはまだ入れていないのですが，ほかに，住民だけではなく，瀬戸内海を利
用している人たちはどう思うか。例えば，マリンレジヤーを楽しんでいる人たちは今後の
瀬戸内海の開発がどの方向に向かってほしいかというアンケートも取りましたが，特に
ヨットの人に聞いたところでは，瀬戸内海の今後の発展としては，自然保護を重視すべき
だと答えた人の割合が圧倒的に多かったです。ですから，今後の方向としては自然を生か
すことに興味を持つ人は多いが，具体的に自然を生かす，自然を保存するとはどういうこ
とかとなると，それを各町で具体的に各事業の場合に考える必要があるといえます。
今後の課題として，瀬戸内海の総合的な開発として考える場合はいくつか出せます。１
つは，今後の方向を考える住民とはだれなのかということがまずあります。瀬戸内海の島
は非常に高齢化が進んでいます。これはしまなみ海道沿いの各島の高齢化，上のオレンジ
の部分は高齢者の割合です。そして人口減少。特に真ん中の方，大三島とか，橋の架かっ
ていないしまなみの周辺の弓削島などは，高齢化と人口の減少が進んでいます。こうなる
と，だれが新しいことを考え出すのか。今の調査の中に，いくつかのテーマについて，若
い人と高齢者，あるいは中年層の間に差が見られました。そういう考え方の差をどのよう
に調整していくかというような問題があると思います。ですから，住民に決定権といって
も，その住民とはだれかというのが課題としてあります。
もう１つは，総合性のある組織づくりが必要です。宮島の場合は特に商店街の組合や旅
館組合，観光協会があるような状況ですと，総合的な発想が生み出せないということで，
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九州の有名な湯布院がありますが，そこは今，観光協会と旅館組合をくっつけて，新しい
総合的な観光を考える組織を作りだしたのですが，その方向に動かなければ，持続性を考
える場合は広い視野が必要なので，各業界の中ではとても考え出せないのです。
そして交通問題です｡瀬戸田の場合は渋滞の問題,あるいは車で移動するようになると，
前に海に向かっていた町がなくなってしまう。全体的に考えると，持続可能な観光という
のは，できるだけ車を使わないような仕組みを作る，船の魅力を生み出す必要が－つの今
後の瀬戸内海の課題だと思います。
そして観光客は，やはり短期滞在をする，通過性が増えている，見るのが主というので
はなく，もっと住民と訪ねる人とのかかわりができるように，やはり宮島のように気軽に
山に登るために行く島とか，このレジャーへの方向転換も必要だと思います。その中でど
うやって保存と生活との調整を行うかというのが－番重要な課題だと思います｡将来的に，
もっとこのような風景が瀬戸内海で見えるような方向かもしれません。
以上で，最後の話はちょっと行ったり来たりしていましたが，残りの時間で少し質問を
受けたいと思います。
質疑応答
（質問者１）地理学教室の斎藤です。今，宮島と瀬戸田町の観光開発の概要について教
えてもらったのですが，町としての観光の方向性と，あと広島県の考えている観光の方向
性というものの違いとか，共通する部分というものがあれば教えてほしいのですが。
（フンク）私は最近広島県の観光政策について,最近の動きをあまり把握していません。
すみません。全体としては，広島県も一応リゾート計画というのを打ち出してはいたので
すが，それがほとんど実現されていません。瀬戸内海の周辺の県は大体そうです。
一つの方向としては,農業と観光を結びつけるために瀬戸田に造ったシトラスパークと，
２つの隣の島でも似たような施設を造りました。それがあったのですが，そこは結局県と
町，民間の第三セクターになっているのですが，内容的に見ますと，プロフェッショナル
ではないのです。ですから，お客さんがそんなに集まっていないのは，そのつくり方にも
問題があったかと思います。
そのあとの最近の方向は，私は今それほど詳しくないです。すみません。
（質問者１）その総合的な観光開発というものを，先生はするべきだということですよ
ね。ということは，やはり県と町というものがもっと協力した方がいいということになる
のでしょうか。
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（フンク）いやｌ必ずしもそうとは言えません。まず，町の範囲で動くのは十分だと思
います。どちらかというと，県よりも隣の町とかほかの島と連携することの方が重要だと
思います。この間，ある島で，御手洗という町で，町並み見学を案内するボランティアガ
イドのグループがいて，彼らは一つの古い建物を生かして，潮待ち館という名前をつけて
やっているのですね。瀬戸田町でも同じことをやっているのですが，それを知らないので
す。ですから，もっとお互いの同じ立場にいる島，町の間の連携の方が，県との連携より
は，私は今のところでは大事だと思います。
（質問者２）地域振興研究所の堀田と申します。非常に興味深い話をありがとうござい
ました。
最後の方のまとめの中で,先生の今後の課題として,｢住民とは｣というようなことをおっ
しゃいましたが,先生のお考えの住民とはどのようなことを少しイメージされているのか，
教えていただければと思いますが。
（フンク）少し難しいところですが，島というのは非常に狭い社会ですよね。日本のそ
ういう地方の狭い社会の中ですと，やはり年上の人の方が，ウェイトが高いというか決定
権があるのですね。瀬戸田の話で聞いたところでは，若い人たちはもっと商店街の空き店
舗を生かしたい。しかしすでにそこで店を持っている方々は年をとっていて，動くのがし
んどいという面もある｡そういう面があるのなら勝手にやりなさいと言えばいいのですが，
動けないような雰囲気になっているのですね。ここで私が言いたいのは，地域の中での意
思決定はどうなっているのか，それは本当にそこにある活力を生かせるようなものになっ
ているかということだったのです。
（質問者２）もう１つ聞きたいのですが，今後の問題点ということで，高齢化と過疎化
のことをおっしゃいました。曰本の社会においては，高齢化や過疎化については，いろい
ろな経済面や地域のマネジメント，運営等について非常に重要な問題を含んでいるという
ことで，全国至るところで同じような悩みを抱えているのですが，ドイツでもやはり同じ
ような観点で高齢化と少子化，あるいは過疎化の問題を考えておられるのでしょうか。
（フンク）高齢化と少子化はあります。曰本ほど急ではないと思います。もう少しゆっ
くりきていると思いますが，過疎化は今まではなかったのです。旧東ドイツと統一して，
今は，その旧東ドイツの地域はどうしても経済が復活しないということで初めて過疎化が
起こっていて，それにどう対応するかということにかなり迷っています。
なぜドイツで過疎化が起こらなかったかというと，もちろん地形の関係などもあるので
すが，わりあい積極的に地域計画の中で，小さい町にもいろいろな中心的な機能を持たせ
るような仕組みを作っていたのです。確かに一部には，もうバスが走らない，店が隣の村
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まで行ってもないというところがあるのですが，特に交通の面で，最近そこを見直して，
やはり利用者は少なくても公共交通手段を提供する，ある程度行政が負担する。そういう
基本的な機能を保つことに力を入れています。
曰本の場合ですと，機能よりもハードに力を入れているような面がありますので，そこ
は少し違いがあると思います。
（質問者２）意思決定の問題で，そこに住んでいる住民の意思が反映されることが大切
だと先生はおっしゃるのですが，そこに住んでいる住民だけの意思が反映されるというこ
とに対して，問題というものは生じてこないのでしょうか。
（フンク）それはたくさんあります。持続可能な開発で一番よく問題にされているのが
そこです。ですから，先程ドイツの島の話を少しいたしましたが，そこに土地を持ってい
る人はやはり士地を売って建物を建てたい。でも自然保護などを考えると，やはり開発は
ある程度制限した方がいい。それが典型的な問題ですね。ですから，「住民だけで」という
のは問題があると思います。やはり全体的な自然保全の立場とか，または利用者の立場と
かの決定への参加も必要だと思います。住民の間には利害関係があるというのはあたりま
えのことで，それを調整する必要がどこかにありますから。
（質問者３）地理学研究室の金銀淑と申します。韓国から来ている留学生なのですが，
最近，韓国でも持続可能な観光開発という概念がはやっていて，あまり研究が進められて
いない状態なのですが，今の話を聞くと，持続可能な観光開発ということは，私の予想で
は短期的な経済的効果よりも，長期的な経済的効果があるので，経済的に余裕のある地域
あるいは国の場合は，それを取り入れることがしやすいかもしれませんが，そうではない
途上国の場合は，やはりテーマパークなど，一気に経済的な効果を得られるような観光開
発になると思います。それに対してはどのように思っていらっしゃるのですか。
（フンク）瀬戸内海のしまなみ海道の事例で見ると，それで失敗したのですね。要する
に橋が架かつたら人がたくさん来る｡テーマパークを造ればそこに人が来るという発想は，
淡路島もそうですし，瀬戸田のシトラスパークなどもそうですが，それは結局長期的な観
光開発につながらないのです。長期的な観光開発は１つの施設とかに頼っても成り立たな
い。ですから長期的に考え，長期的プラス広く考える必要があります。
今言ったテーマが一番問題になるのが，やはり世界遺産とか自然保護地域などの場合で
す。その場合は，そこを訪ねる観光客は自然を求めている。しかし地元の住民は，例えば
そこで農業をやるとか，ほかの経済活動をやりたいという面もある。ですから，そういう
問題に対しては原則はないと思います。ただ，施設型の観光は総合的でも長期的でもない
ということだけはいえると思います。
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（質問者３）それから，持続可能な観光開発ができる対象というか，そのようになろう
としたら，とりあえず自然が豊かであって，歴史的なメリットがあり，そこからすぐに経
済的な効果が得られないので，その地域の基盤産業は観光産業ではない地域の方がいいの
ですか。どのような地域が持続可能な観光開発政策を取れば効果的と思いますか。
（フンク）（笑）それが難しい質問ですね。ですから，その地域によって，何が持続可
能な観光開発かというのは違うわけです。自然が豊かな地域の場合は，やはり自然保護を
重視して観光開発を考える。瀬戸内海の場合は，自然はまあまあ豊かですが，かなり工業
化されていて，しかしその工業が今衰退している。では，例えばその衰退した造船所など
を再利用することの方が，新しい場所をあちこちで開発するよりも持続可能だというか，
環境の視点から考えて望ましいとか，そういうのは地域によって違うし，施設を絶対造る
なということは私も言っていないです。施設を造るなら，施設自体がある程度環境に配慮
した施設。例えば運営のうえで，どうやってできるだけ資源を利用しない，エネルギーを
利用しないかというような施設を造る。やはり施設，テーマパークへ行きたい人はたくさ
んいますからｊそれを造らないとは言えない。ですから，何が持続可能なのかというのは
場所によって違うのです。
（質問者４）統計についてお伺いしますが，ドイツでは１４～１９歳，若い方の旅行経験が
日本に比べて非常に多いのですが，これは小さいときに家族と一緒に旅行するようなかた
ちなのか，またはユースホステルのような何らかの団体のようなものに参加して旅行する
のが多いのか，そういう面がもしわかれば教えてください。
（フンク）ここに出ている数値は14～１９歳なので，大体１５歳あたりまでは親と一緒に
動きます。そのあと友達と行ったり，あるいはユースホステルに行ったりとか’教会のグ
ループや青年センターのグループなどで移動しますから，両方だと思います。
なぜ曰本より多いかというと，ドイツですと夏休みは夏休みです。夏休みの間は塾もな
い，登校曰もない，何もない。６週間は休みですから学校へ行きません６ですからそうい
う旅行ができるのですね。そこにかなり大きな違いがあると思います．
（文学部神谷教授）私の方から少しよろしいですか。観光でドイツと日本の話だった
のですが，最初の方で，いろいろドイツの方が持続可能な条件があるとかないとかいろい
ろ話がありました。過疎地域などということを考えると，この持続可能な観光開発ですと
たぶん，やはり最初の定義で，わりと経済的に豊かな地域から貧しい地域，不利な地域と
いうことだったと思うのです。このような持続可能な観光開発がある程度ドイツで成り
立っているという背景の部分に，もしかするとＥＵの農業政策で所得保障の部分があると
思います。それによって）つまり経済的には農業だけでは成り立たなくても人がある程度
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住み続けているという部分もあると思いますが，それの影響というのはどの程度なので
しょうか。
（フンク）それはかなり大きいと思います。先程事：例として出した，村全体で自然農業
に切り替えたところですが，あそこは全員ＥＵの補助金をもらっています。普通はＥＵの
補助金を農家は個人で申し込みますが，そこを団体で申し込んで，ＥＵの補助金と，あと
は州からその景観維持のための補助金を面積あたりでもらいます。ですから，ヨーロッパ
の場合は，自然農業に切り替えるときにＥＵから補助金が出ますね。国によってまたいろ
いろなシステムがありますので，それがかなり大きな支えになっていると思います。
（司会）ということは，今，ちょうど曰本も少しずつＥＵのかたちの所得保障の補助金
に農業を変え，林業などもこれからレンジャーに所得保障としてお金をあげようというよ
うな話も出ています。そうすると，今後は意外と曰本でも，こうした条件が不利な地域で
も，このような長期滞在型の観光開発の経済的に成り立ちうる余地が大きくなると思われ
ませんか。
（フンク）長期滞在型は，曰本では休暇のシステムを変えなければ普及しません。です
から，やはり労働時間の問題は，数値では言えませんが，私が就職した学生から聞いてい
る話では，さらにその状況が今，経済危機で深刻化してきていますし，休暇が取れない，
残業が増えている。しかもその残業に対してはお金が出ない。ですから，長期滞在がこの
ような条件で成り立たないと思います。
国土交通省のホームページに行くと，最近３日間休暇を取りましょうというキャンペー
ンをしているのですが，キャンペーンを労働者に対してやってもしかたがないのです。で
すから，そこの要求が社会的に出なければ，日本の場合は，まずそれが日本の観光地の一
番基本的な問題です。
（質問者５）私は都市計画のプランナーをしております，＊宮本＊と申します。先生が
お話しされた一番最初のあたりに，キャリングキャパシティというとても興味深いお話を
いただいたのですが，そのキャリングキャパシティを決めるのはだれなのかなと。私は，
住民だけではないとは思うのですが，住民を中心としたその地域だと思うのです。ただ，
日本の場合はそれほど住民の意識が高くなっているかというとそうでもなく，ドイツがな
ぜそのようにうまくいっているかというと，きっと住民の意識が高く，行政との関係など
もある意味いい関係を保てている。しかし日本の場合は，行政はずっとお上というか対等
ではなかったという時代がとても長く，最近やっと市民参加ということで，いろいろなこ
とに対して市民が参加するようになったのではないかと思うのです。
そういった意識が徐々に上がっていく中で，けれども例えば観光客はどんどん来て＜だ
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さいと。観光地はどこもそうだと思います。たくさん来るのがいいことなのだと。そうい
う中で，ある意味規制をかけていく。キャパシティを抑えていくというようなことをする
のは，今の時点ではだれがするのがいいのかなというところがとても興味深いのですが，
教えてください。
（フンク）そういう観光地の場合は，例えばこれ以上はスキー場を造らないとか，そう
いう決定ですよね。それを出すには，質を保つということがありますね。ですから観光客
層がいろいろあります。別にスキー場がたくさんあり，人がわ－つと行くというのがいい
人と，そうではなくてちょっと静かなところがいい人と両方いるのです。自分の観光地と
してのプロファイルを考えるときは，やはりそれをある程度決めて，ではうちに来る客は
どちらかというと長期滞在に来る，ちょっと高齢者であって，まあまあお金がある。しか
し，わいわいする人がたくさんいるのは好ましくないということを考えるならば，これ以
上スキー場や新しいホテルを建てない方が，かえって今の客層を維持するために大事だと
いう理由で決定する場合が結構あると思いますね。
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